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夢
と
希
望
を
運
ぶ
路 

～
新
名
神
開
通
に
よ
る
効
果
～

※「JCT」＝ジャンクション／「SIC」＝スマートインターチェンジ（ETC 車専用の
インターチェンジ）　 「IC」＝インターチェンジ／「SA」＝サービスエリア／「PA」
＝パーキングエリア

◆
高
速
道
路
の
重
要
性
◆

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
「
高
速
道
路
」
は
、
物
流
機
能
や
医

療
体
制
の
充
実
、
観
光
・
文
化
交
流
な
ど

の
充
実
な
ど
を
も
た
ら
し
、
地
域
経
済
・

住
民
生
活
に
大
き
く
貢
献
し
、
活
気
あ
る

地
域
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

災
害
時
な
ど
の
緊
急
輸
送
道
路
や
避
難
経

路
と
し
て
の
役
割
も
担
う
「
命
の
道
」
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
28
年
度
末
に
開

通
予
定
の
新
名
神
は
、
関
西
の
主
要
な
道

路
と
し
て
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
、
関
西

の
産
業
、
経
済
活
動
の
発
展
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
道
路
と
な
り
ま
す
。
新

名
神
が
全
線
開
通
す
る
と
神
戸
～
名
古
屋

間
（
総
延
長
約
１
７
４
㎞
）
が
、
現
在
の

名
神
高
速
ル
ー
ト
よ
り
約
40
分
短
縮
さ

れ
、
約
２
時
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

町
は
、
そ
の
波
及
効
果
に
大
き
く
期
待

し
、
更
に
、
そ
の
効
果
は
町
が
抱
え
る
諸

問
題
の
解
決
に
大
切
な
役
割
を
担
う
こ
と

か
ら
、
新
名
神
の
開
通
は
町
の
活
性
化
の

「
起
爆
剤
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
開
通
へ
の
期
待
◆

　

町
役
場
か
ら
、
川
西
市
域
の
（
仮
）
川

西
Ｉ
Ｃ
へ
は
、
約
2
㎞
。
ま
た
、
宝
塚
市

域
に
建
設
さ
れ
る
（
仮
）
宝
塚
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ

へ
は
約
8.2
㎞
。
町
は
、
こ
の
利
便
性
を
活

か
し
様
々
な
効
果
を
生
み
出
し
、
町
の
活

性
化
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
か

ら
近
距
離
と
い
う
位
置
的
な
優
位
性
を
活

か
し
、
町
南
部
に
あ
る
大
規
模
町
有
地
を
、

民
間
活
力
に
よ
る
産
業
団
地
の
形
成
や
優

良
な
企
業
誘
致
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
働
く
場
が

生
み
出
さ
れ
、
昼
間
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
企
業
な
ど
の
進
出
に

よ
り
、
町
の
税
収
が
伸
び
、
皆
さ
ん
の
生

活
や
町
の
施
設
・
制
度
な
ど
の
充
実
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
末
。
い
よ
い
よ
約
１
年
半
後
に
は
、「
新
名
神
高
速
道
路
（
以
下
「
新

名
神
」）」
が
開
通
の
予
定
で
す
。
町
は
、
こ
の
開
通
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
様
々

な
波
及
効
果
を
期
待
し
、
変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
の
姿
を
夢
見
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
、
そ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
着
々
と
工
事
の
進
む
現
在
の
様
子
を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
あ
げ
て
協
力
し
て
い
る
周
辺
自
治
会
長
の
思
い
を
紹

介
し
ま
す
。

新名神の開通で
予想される町への効果
新名神の開通で

期待される町への効果

税収増加、移住・定住促進の向上による人口増

企業誘致
↓

↓ ↓↓

◆ 道路・施設の整備
◆ 子育て施策充実
◆ 福祉・医療施策充実
◆ 教育環境充実
◆ 商工業の活性化の支援
◆ 自然環境の保全・利活用
◆ 安全・災害対策の強化　など

行政サービスの向上

豊かな「生活」「活力」
「にぎわい」の
あるまち

みんながもっと幸せにみんながもっと幸せに

新名神高速道路開通

↓ ↓↓

生活利便性の向上

電車・バスなど
の増便

↓

観光・文化面に
おける来訪者の
増加

商工業の発展
↓ 雇用の場の創出

昼間人口の増加

↓ ↓↓

◆
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
◆

　

一
方
、
こ
の
事
業
に
よ
る
環
境
や
景
観

の
問
題
も
心
配
さ
れ
て
い
る
た
め
、
計
画

段
階
か
ら
、
周
辺
自
治
会
と
の
話
し
合
い

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
騒
音
に
配
慮
し
た
路

面
舗
装
を
行
い
、「
自
動
車
排
出
ガ
ス
常

時
観
測
局
」
を
町
内
に
設
置
し
、
新
名

神
の
影
響
に
よ
る
環
境
の
変
化
を
監
視

し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
面
は
、
景
観
に
配
慮
し
た
植

栽
を
選
び
、
見
ご
た
え
の
あ
る
配
置
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

◆
「
新
名
神
」
が
も
た
ら
す
未
来
◆

　

新
名
神
は
「
人
」
や
「
物
」
だ
け
で

な
く
皆
さ
ん
の
未
来
へ
の
「
夢
」
と
「
希

望
」
も
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、
新
名
神
が
完
成

す
る
だ
け
で
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
町
と
し
て
の
積
極
的
な
事
業
展
開

や
ま
ち
の
皆
さ
ん
自
ら
も
関
わ
り
、
住

民
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
て
、

新
名
神
開
通
の
効
果
を
活
か
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

み
ん
な
が
も
っ
と
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
豊
か
な
「
生
活
」「
活
力
」「
賑

わ
い
」
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
む
け
て
、

新
名
神
は
、
そ
の
完
成
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

神戸
大阪

滋賀
京都

神戸
大阪

滋賀
京都

新名神高速道路

神戸 JCT神戸 JCT

名神高速道路名神高速道路

（仮）高槻
JCT・IC
（仮）高槻
JCT・IC

大山崎
JCT・IC
大山崎
JCT・IC

瀬田東
JCT・IC
瀬田東
JCT・IC

草津
JCT
草津
JCT
草津田上 IC草津田上 IC

西宮 IC西宮 IC

( 仮）
大津 JCT
( 仮）
大津 JCT

吹田
JCT・IC
吹田
JCT・IC

中国
自動車道
中国
自動車道

（仮）
箕面 IC
（仮）
箕面 IC

（仮）
茨木北 PA
茨木北 IC

（仮）
茨木北 PA
茨木北 IC

（仮）
宝塚 SA
宝塚北 SIC

（仮）
宝塚 SA
宝塚北 SIC

（仮）
川西 IC
（仮）
川西 IC

神戸～名古屋間（約 174ｋｍ）

宝塚 IC宝塚 IC

【 新 名 神 高 速 道 路 ル ー ト 図 】

Ｋ

　中国自動車道宝塚 IC の慢性化している交通渋
滞が解消されることとなり、関西の高速道路の循
環が、スムーズになることが期待されています。
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つつじが丘

広根

（仮）六石山トンネル
（上り 578 ｍ・下り 580 ｍ）

差組

▲広根方面からつつじが丘方面を望むと、法面の整備が進んで
いることがわかる

つつじが丘

　

工
事
や
整
備
の
様
子

　

Ⓐ
＝
（
仮
）
川
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
Ⓑ=

県

道
川
西
イ
ン
タ
ー
線
を
通
り
Ⓒ=

（
仮
）

石
道
上
野
線
を
利
用
す
れ
ば
、
役
場
ま
で

の
道
の
り
は
約
２
㎞
。
Ⓓ=

産
業
拠
点

の
予
定
さ
れ
て
い
る
地
区
ま
で
は
石
道
を

抜
け
約
2
㎞
。
今
秋
に
国
史
跡
指
定
予
定

の=

Ⓔ
「
多
田
銀
銅
山
遺
跡
（
位
置
図

６
ペ
ー
ジ
）」
へ
も
約
5
㎞
な
ど
、
こ
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
、
町
内
の
雇
用
促

進
・
観
光
客
誘
致
の
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

　

Ⓕ=

（
仮
）
六
石
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
現

在
、
上
下
線
と
も
貫
通
し
、
工
事
用
道
路

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ⓖ=

法
面
が
整
備
さ
れ
、
景
観
に
配

慮
し
た
植
栽
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

猪名川台

つつじが丘

名古屋方面
▲

大和団地

清和台

石道

上野

 W
ELCOME!

いなぼ
うが

おでむ
かえ！

Ｂ

Ｃ
Ｆ

Ａ

産業拠点地区Ｄ

（仮）川西 IC

Ｇ

特集  夢と希望を運ぶ路

上り線→
←下り線

①

一
人
ひ
と
り
が

　
　
　
　

関
心
を
も
っ
て

上野自治会長
倉
く ら た

田 忠
た だ お

男さん

　

工
事
が
始
ま
る
前
の
広
根
地
区
は
、
田

ん
ぼ
の
多
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

今
で
は
、
大
き
な
橋
脚
が
立
ち
、
盛
土

が
山
に
な
り
、
目
の
前
に
広
が
る
景
色
は

一
変
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
く
る

に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
先
祖
代
々
の
土
地
の
提
供
や
、
住

居
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
も
大
勢
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
規
模
な
工
事
と
向
き
合
っ

て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
皆
さ

ん
の
「
猪
名
川
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

発
展
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
受
け
、

進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
新
名
神
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
「
負
の
遺
産
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
景
観
に
も
こ
だ
わ
り
、「
い
い
風

景
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
姿
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
輩
た
ち
が
残
し
て
こ
ら

れ
た
よ
う
に
、
町
の
転
換
期
に
い
る
私
た

ち
が
、
次
の
世
代
に
誇
れ
る
も
の
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
・
・

　

新
名
神
が
で
き
、
交
通
の
便
が
良
く
な

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
猪
名
川
町

を
訪
れ
、
農
園
・
川
遊
び
・
キ
ャ
ン
プ
な

ど
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
は
町
を
離
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
世
代
も
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
時

期
な
ど
に
は
帰
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
猪
名
川
町
が
「
こ
こ

に
住
み
た
い
」「
戻
っ
て
き
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
れ
ば
い
い

で
す
ね
。

　

上
野
地
区
は
、
新
し
い
道
の
開
通
に
よ

り
町
の
入
り
口
に
な
り
ま
す
。
立
ち
よ
っ

て
く
れ
た
人
が
、
が
っ
か
り
し
な
い
よ
う

に
、
数
年
前
か
ら
、
地
区
内
の
人
達
で
河

川
清
掃
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
風
に
、
新
名
神
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

り
、
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
も
、
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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↓
地
図
…
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

広根自治会長
北
き た う ら

浦 利
と し か ず

和さん

神戸方面 ▶
◀ 名古屋方面 

つつじが丘

神戸方面
▲

猪渕

① （仮）六石山トンネル出口付近

名古屋方面  ▶

◀ 神戸方面

（仮）川西 IC 付近つつじが丘小学校
Ａ

Ａ

完成イメージ

Ｇ

※本特集の写真はいずれも平成 27
年 7 月撮影。ただし①～③につい
ては２月、航空写真により撮影。

猪名川町役場

（仮）川西 IC
完成イメージ

広根

向陽台
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つつじが丘

猪渕

この上　多田銀銅山遺跡

　

新
名
神
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
お

隣
の
川
西
市
に
I
C
、
宝
塚
市
に
は

Ｓ
I
C
と
Ｓ
Ａ
が
で
き
、
町
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
と
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
仕
事
柄
、
た
く
さ
ん
の
Ｓ
Ａ
の

活
用
事
例
を
見
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
工

事
で
、
す
ぐ
近
く
に
（
仮
）
宝
塚
S
A

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
う
ま
く

町
の
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
な
い
手
は
無
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
特
産
品
販
売
や
観
光
案
内
が
で
き

る
よ
う
な
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
ど
ん
ど
ん

「
猪
名
川
町
」
の
紹
介
を
し
て
い
け
れ
ば
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
宝
塚
市
や
川
西
市

の
両
I
C
か
ら
、猪
名
川
町
に
立
ち
寄
っ

て
く
れ
る
人
が
増
え
、
町
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
猪
名
川
町
が
、
こ
の
新
名
神
の

開
通
で
大
き
く
変
わ
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

つつじが丘自治会長
堀
ほ り ぐ ち

口 初
は つ え

恵さん
猪渕自治会長
新
し ん や

家 満
ま ん ぞ う

造さん

　

猪
名
川
町
は「
何
も
な
い
と
こ
ろ
」、「
ど

こ
に
あ
る
の
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
新
名
神
の
開
通
で
、
Ｉ
Ｃ
も
近

く
に
で
き
る
し
、「
猪
名
川
町
」
を
知
っ

て
い
た
だ
く
い
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

つ
つ
じ
が
丘
地
区
に
は
元
気
な
若
い
人

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
で
、
高
速
道
路
が
一
望
で
き

る
公
園
に
桜
の
苗
木
を
た
く
さ
ん
植
え
ら

れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
か
ら
植

え
た
ら
、
猪
名
川
町
の
成
長
と
と
も
に
、

桜
も
大
き
く
成
長
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な

と
思
っ
て
ま
す
。

　

10
年
後
、
20
年
後
に
は
、
成
長
し
た
桜

の
下
で
、
高
速
道
路
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
目
の
前
の
景
色
を
見
な
が
ら
、
当
時
の

思
い
出
話
を
み
ん
な
で
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

桜
の
下
で
…

町
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

Ⓗ
＝
つ
つ
じ
が
丘
の
北
側
を
通
過
す
る

高
架
橋
も
、
間
も
な
く
広
根
側
と
猪
渕
側

が
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ⓘ
（
仮
）
猪
渕
ト
ン
ネ
ル
上
り
線
は
、

高
槻
～
神
戸
間
の
工
事
の
中
で
最
も
早
い

平
成
26
年
４
月
に
貫
通
し
ま
し
た
。
ま

た
、
下
り
線
は
現
在
も
ト
ン
ネ
ル
内
の
掘

削
工
事
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

Ⓚ
＝
地
点
の
高
台
（
３
ペ
ー
ジ
掲
載
の

写
真
）
か
ら
は
、
日
生
方
面
ま
で
し
っ
か

り
と
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

　

Ⓜ
＝
（
仮
）
切
畑
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
下

線
と
も
約
2
０
０
０
ｍ
も
の
長
い
距
離

を
、
民
家
か
ら
さ
ら
に
50
メ
ー
ト
ル
地
下

を
通
過
す
る
た
め
、
現
在
、
町
内
で
の
工

事
の
様
子
は
、
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
工
事
に
も
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

Ⓝ
＝
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

（
仮
）
宝
塚
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
（
仮
）
宝
塚
Ｓ

Ａ
が
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
（
仮
）

宝
塚
Ｓ
Ａ
は
、
面
積
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

非
常
に
広
い
Ｓ
Ａ
で
、
高
速
道
路
の
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
一
般
道
路
の
利
用
者
も

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
町

の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
★
町
広
報
番
組「
き
ら
っ

と
☆
い
な
が
わ
」
で
は

い
な
ぼ
う
が
、
新
名
神

を
ご
案
内
！
！
→
→
→

▼
問
合
せ　

都
市
政
策
課
（
☎

７
６
６
・
８
７
０
４
）

（仮）宝塚 SA ＝駐車台数約 400 台、食堂、売店、
休憩所、トイレ、ガソリンスタンドを建設予定

Ｋ

Ｊ

（仮）宝塚 SA
完成イメージ

名古屋方面
▲

（仮）猪渕トンネル
（上り 193 ｍ・下り 502 ｍ）

（仮）切畑トンネル
（上り 1,975 ｍ・下り 2,007 ｍ）

（仮）六石山
トンネル

↓ 神戸方面 ▶

完成イメージ

◀ 名古屋方面 

つつじが丘小学校

神戸方面
▲

Ｌ

− 7− − 6−広報いながわ 平成 27 年 8 月（912 号）

Ｅ
↑

トンネルを抜けると
（仮）宝塚 SA
（仮）宝塚北 SIC

②

Ｌ

Ｈ

Ｉ

Ｌ

Ｊ

（仮）宝塚 SA 工事の様子 名古屋方面
▲

③

名古屋方面
▲

Ｌ

Ｍ

（仮）猪渕トンネル入口付近

上り線→

←下り線

②

③

特集  夢と希望を運ぶ路

名古屋方面  ▶

◀ 神戸方面

（仮）切畑トンネル入口付近
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できてい
ますか？

　県では、10 月 1 日から「自転車の安全で適
正な利用の促進に関する条例」で自転車の保険
加入が義務化されます。事故を起こさないのが
1 番ですが、万が一に備えて加入しましょう。

【自転車保険の一例】
①損害保険会社が販売する「自転車保険」
②自動車保険などの損害保険に付帯できる「個
人賠償責任特約」
③「自動付帯保険（TS マークなど）」

自転車のルールを守って事故防止！
　町内で起こった自転車事故件数は、平成 26 年
1 ～ 12 月までの 1 年間では 9 件、平成 27 年 1
～ 5 月までの 5 カ月間ですでに 6 件の事故が発
生しており、前年と比べ増加傾向にあります。
　自転車事故で多いのは、「交差点での一時不
停止が原因で起こる車などとの衝突」です。特

に、日生中央駅周辺や住宅地内では事故が多い
ので気を付けましょう。
　町では、小・中学校、高等学校の児童・生徒
を対象に交通安全教室を実施しています。一人
ひとりが自転車を乗るうえでのルールをしっか
りと守り、事故を未然に防ぎましょう。

～いつまでも心身ともに健康で～
「健康長寿体操教室」参加団体募集！

【現在活動中のグループ】※いずれも午前 10 ～ 11 時
教室名 場所 曜日

若葉いきいき体操教室 若葉自治会館 水曜日
旭ヶ丘健康体操クラブ 旭ヶ丘自治会館 木曜日

いきいき体操日生中央教室 カリヨンホール 3 階 木曜日
いきいき体操松尾台教室 松尾台集会所 火曜日

伏見台 伏見台自治会館 水曜日

①自転車運転者講習制度

　皆さんは、健康維持のために何か運動をして
いますか ? 加齢とともに足腰が弱り、「このま
まではいけない！」と思って運動しても、一人
ではなかなか続きにくいですね。
　町では、高齢者を対象とした「健康長寿体操
教室」の実施団体を募集し、運動指導員を派遣

しています。すでに町内５カ所の団体が開催し
ており、気軽に体力の維持向上ができると好評
です。
　いつまでも心身ともに健康で、介護を受けず
自立して生活できるように、皆さんの地域でも
教室を開催してみませんか !?

教室を開催するには？

健康長寿体操とは？

　年齢・体力を気にすることなく、イスに座ったま
まできる簡単な体操です。体を支える力や歩行・立
ち座りに必要な筋力、バランス力を強化し、転倒や
寝たきりになるのを防ぎます。運動習慣を身に付け
て、 毎 日 を い き い
き 元 気 に 明 る く 過
ごしましょう。

▶開催条件　①「まち協単位」・「自治会単位」
などの団体　②運営は各団体での「自主運営」
を基本
▶対象者　65 歳以上で介護保険の認定を受け
ていない人
▶参加人数　1 教室 10 人以上
▶モデル教室開始時期　平成 27 年 10 月以降

（３カ月間）
▶開催間隔　毎週１回（全 12 回）
▶運動指導員派遣　モデル教室期間の 3 カ月間
は、町（社協）より指導員を派遣（費用負担なし）
　※モデル教室期間終了後、引き続き自主運営
をする団体は 3 カ月間の指導員費用の 2/3 を
町（社協）が支援します

福祉課
（☎ 766 － 8701）

問合せ

リズムに乗
って♪

脳も活性化
！ 運動習慣を身に付けよう！

　平成 27 年 6 月 1 日から「自転車運転者講
習制度」が始まりました。これは、信号無視な
ど危険な交通違反を 3 年以内に 2 回以上繰り
返した 14 歳以上の人に対して、
兵庫県公安委員会が講習を受け
るように命令するものです。受
講命令に従わない場合は、5 万
円以下の罰金に処せられること
があります。

◆自転車安全利用五則
①自転車は車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・
並進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点
での信号順守と一時停止・安全確認）
⑤子どもはヘルメットを着用

最高のロケーションと
　人のぬくもりがあなたを待っている
　阪神地域最高峰の大野山を含む猪名川町の里山は、森や山中、
自然公園など、未舗装の道を走るアウトドアスポーツ「トレイル
ランニング」には、最高のスポット。人々のあたたかさに触れな
がら、大自然を走り抜ける爽快感を味わいませんか？ 

▶種目　①一般の部（約 20km）　②ファミリーの部（約 2km）
▶コース　①大島小学校⇔大野山山頂
　　　　　②大島小学校⇔春日神社（島地区）周辺
　　　　　※①②とも大島小学校スタート・ゴール
▶参加資格　① 18 歳以上　②小学生と保護者のペア
▶参加料　① 1 人 5,500 円　② 1 組 2,000 円
▶定員　① 200 人　② 30 組　いずれも先着順
▶問合せ　町制施行 60 周年記念事業実行委員会事務局
　（企画財政課内　☎ 766-8711、F 766-8902、 □ kikaku@town.
inagawa.lg.jp）

トレイルラントレイルラン
11月1日 日

 午前9時30分開会！
　　 ①一般の部　
　　 ②ファミリーの部

町制施行 60 周年記念事業

自
然
を
楽
し
み
、

　

走
っ
て
「
遊
ぶ
」
！

 いながわ里山猪道 いながわ里山猪道
ししみち

午前 10 時
午前 10 時 30 分

ランニングポータルサイト
「ランネット」
http://runnet.jp/
平成 27 年 8 月1日
～ 9 月 30 日

申 

込 

先

※活動中のグループについての問合せは、社会福祉協議会まで
（☎ 766 － 1200）

「ひょうごのけん
みん自転車保険」
もチェック！

②自転車保険に加入しよう

問合せ　参画協働課 ( ☎ 766 － 8783)

ス
タ
ー
ト


	1-9
	1-7
	8-9


